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（遺伝情報による画一的な脳の形成）

精密な神経回路
（脳の高度な働き）

環境からの刺激をうけて、
使われることによって
神経回路が調整される。

研究テーマ： マウスを用いた “脳神経回路”の発達と機能の研究

？
幅広い先端的技術を駆使

して解析

特に、子どもの脳の発達に興味をもっています。

脳は、無数のニューロンが正確につながり精巧な回路を作ることによって機能を発揮する。

多くの謎

マウスの脳ヒトの脳

独自技術の開発を並行

環境からの刺激をうけて、
使われることによって
神経回路が調整される。
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